
質
問
一

要
支
援
者
へ
の
介
護
給
付
費

が
市
町
村
の
事
業
に
な
っ
た
場
合
の
対

応
に
つ
い
て
。

二

特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
の
入
所
制

限
を
行
う
場
合
の
対
応
に
つ
い
て
。

三

デ
イ
サ
ー
ビ
ス
の
再
編
、
縮
小
化

の
動
き
と
対
応
に
つ
い
て
。

答
弁
一
（
市
長
）

要
支
援
者
へ
の
サ

ー
ビ
ス
で
あ
る
予
防
給
付
の
う
ち
、
訪

問
介
護
と
通
所
介
護
に
つ
い
て
は
、
市

町
村
が
地
域
の
実
情
に
応
じ
、
多
様
な

主
体
に
よ
る
サ
ー
ビ
ス
が
行
え
る
よ
う

に
す
る
。

二

特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
の
入
所
要

件
は
要
介
護
１
以
上
と
な
っ
て
い
る
が
、

重
度
の
要
介
護
状
態
で
も
、
施
設
に
空

き
が
な
く
、
多
数
の
入
所
待
機
者
が
い

る
。
そ
の
た
め
、
要
介
護
３
以
上
を
入

所
要
件
と
す
る
見
直
し
案
が
示
さ
れ
て

い
る
が
、
認
知
症
等
に
よ
り
、
常
時
見

守
り
と
介
護
が
必
要
な
ど
、
や
む
を
得

な
い
事
情
が
あ
る
場
合
は
、
入
所
を
可

能
と
す
る
特
例
を
設
け
る
予
定
で
あ
る
。

三

小
規
模
の
通
所
介
護
は
、
少
人
数

で
生
活
圏
域
に
密
着
し
た
サ
ー
ビ
ス
で

あ
る
こ
と
か
ら
地
域
と
の
連
携
等
を
確

保
す
る
た
め
、
市
民
だ
け
が
利
用
で
き

る
地
域
密
着
型
サ
ー
ビ
ス
に
位
置
付
け

る
予
定
で
あ
り
、
可
能
な
限
り
住
み
慣

れ
た
地
域
で
生
活
が
継
続
で
き
る
よ
う
、

サ
ー
ビ
ス
提
供
体
制
の
充
実
を
図
る
。

◎
そ
の
他
の
質
問

仕
事
多
す
ぎ
、
教

職
員
の
過
半
数
過
労
死
ラ
イ
ン

市
民
の
森
等
で
の
プ
レ
ー
パ
ー
ク
は
、

子
ど
も
た
ち
の
自
由
な
遊
び
の
世
界
を

住
民
た
ち
で
取
り
戻
そ
う
と
す
る
運
動

だ
が
、
今
後
の
展
開
に
つ
い
て
伺
う
。

質
問
一

室
内
遊
び
と
戸
外
遊
び
の
時

間
に
つ
い
て
。

二

子
ど
も
た
ち
の
人
間
形
成
力
を
高

め
る
た
め
の
施
策
は
。

三

地
域
の
子
育
て
事
業
と
し
て
の
視

点
に
つ
い
て
。

四

鶴
ヶ
島
市
と
住
民
の
協
働
の
方
向

性
に
つ
い
て
。

答
弁
一
（
教
育
委
員
長
）

調
査
デ
ー

タ
は
な
い
が
、
自
然
環
境
の
減
少
、
携

帯
型
ゲ
ー
ム
機
の
普
及
な
ど
環
境
変
化

も
あ
り
、
以
前
よ
り
外
で
遊
ぶ
時
間
は

少
な
く
な
っ
て
来
て
い
る
と
思
わ
れ
る
。

二

学
校
教
育
で
は
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
な

ど
の
体
験
活
動
や
キ
ャ
ン
プ
な
ど
の
自

然
体
験
学
習
、
社
会
教
育
分
野
で
は
子

ど
も
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
や
夏
休
み
子
ど

も
体
験
教
室
な
ど
、
子
ど
も
の
人
間
形

成
力
を
養
う
事
業
、
施
策
を
進
め
る
。

三
（
市
長
）

屋
外
で
の
自
由
な
遊
び

を
通
じ
、
子
ど
も
た
ち
の
自
主
性
、
社

会
性
や
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
能
力
な

ど
、
生
き
る
力
の
育
成
に
つ
な
が
る
。

四

市
民
が
つ
る
が
し
ま
あ
そ
び
場
づ

く
り
連
絡
会
を
組
織
し
た
。
市
は
、
鶴

ヶ
島
の
子
育
て
環
境
の
向
上
を
目
指
し

て
支
援
す
る
。

◎
そ
の
他
の
質
問

子
ど
も
・
子
育
て

支
援
体
制
に
つ
い
て

許
す
な
、

介
護
保
険
制
度
改
悪

松
村

和
子
議
員

適
正
な
サ
ー
ビ
ス
体
制
の

充
実
を
図
る

生きる力の育成につながる

大野 洋子 議員

プレーパークの持つ
可能性
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